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ア ル マ イ トの ・色.

わ が国 で発 明 され た シ ュ ウ酸 法 に して も、 ま た は イ ギ リスで登 明 さ れ た ク ロ

ム綾法 に して も、 ア ル ミニ ウム を陽 極 峻化(い わ ゆ るア ルマ イ ト)す る と、 そ

れ ぞ れ特 長 の あ る色 に な る。 どの よ うな色 にな るか特 許 の本 文 か ら引用 して み

れ ば、 シ ュウ酸 法 で は黄 金 色 ま た は黄褐 色 に 、 ク ロム酸 法 で は乳 白色 にな る と

書 かれ て い る。従 来 の考 え方 か らす れ ばア ル マ イ トを有 機 染 料 あ るい は無 機 顔

料 に よ り着 色 す る とき 、素 地 に色 が あ って は色騨 を整 え る こ とが非 常 にむ つか

しい ため 色 が な い とい ケ こ とが第 繭 の奥件 で あ った。 所 が鷺 年 ア ル ミニ ウム の

もつ 加 工 の よ さを生 か して.こ れを 健 築 用 晶 等 に使 わ れ て か ら前 記 の ア ル マ イ

ト色 な る角調 が 重 要 糎 さ れて来 た。 こ の理 由 は例 え ば碑 纂用 と して着 色 ア ノU.Y'

イ トを用 い る場合 屋外 に お い て長 い年 月 の 問 日光 ・雨 ・風 ・ヨ ゴ レ ・ガス等 に

対 し堅 ロ ウで な くて はな らな い。 そ うな る と有 機 染 料 あ るい は無 機 顔 料 に よ っ

て着 色 す る と き堅 ロ ウ度 の あ る もの は限 られ た もの しが な し}。 これ に対 して ア

ルマ イ ト色 は近 年 可 成 り堅 ロ ウで あ る こ とが 再 課識 され 、 ま た昔 に も ど って い

わ ゆ るア ル マ イ ト色 な る もの が再検 討 され て い る。

ア ル マ イ トを す る だ け で 色 を 出 す 方 法

現在電解 発色法 とかあ るいは爵然発色法 とか しわれてい る方法で、アルマイ

トを着色 す るとき 有 機染料 または無機顔料は一 切使 わない ものである。色 を出

すには四つ の方法 が考 え られる。

(そ の1)

電解条件によ るもの 例 えば、硬質アルマ イ トとい って電解質 の硫酸 を0～

5℃ 位 に下 げてアル マイFを お こなう方法 があ る。 〈の方法 は普 通行 なわれて
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い る20～25bCで 行 な え ば銀 白色 の色 調 に な る も のが 、液 温 を下 げ た こ とに

よ り色 調 が 灰色 か ら黒 にな る。 ま た液 淵 は先 程 の20～25'Cに して お い て雷

源 波 形 を 直 流 か ら交 流 にす る と色 調 は黄 色 にな・ッて来 る。

(そ の2)

アル ミニ ウ ム 合 金 の種 類 に よ る もの 一 般 に アル ミニ ウ ム とい って も高 純 度

の ア ル ミか ら各 種 金 属 を添 加 した合 金 が あ る・ これ らの合 金 はア ル マ イ トを 行

な う と添 加 した金 属 に よ り種 々 の色 調 に な る。 例 え ば硫 酸 電解 質 で趨 流 に よ り

ア ル ミニ ウム ー 珪 素 合 金 を 電解 す る と灰 色 か ら黒 にま で な る。 ア ル ミニ ウム

ー ク ロム 合 金 で は黄 色 に な る。

(そ の5)

電 解質 に よ る も の 先 に述 べ た 方法 で 雷 解質 の種 類 を恋 えて嘉 色 させ よ うと

す る もの で あ る。例 え ば無 機 複 で は クロム 憩、 ス ル フ ァ ミン稜 が 、宥 機 醜 で は

シ ュ ウ酸 ・ ス ル ホ フ タル囎 ガ スル ホサ ル チル鹸 等 が あ る。 電 解質 を変 えあ るい

は組 合 わ せ て 種 々 の色 調 を得 る た め現在 い ろい ろと検 討 が加 え られ あ るい は工

業 化 され て い る。

(そ の4)・ い'『

電 解 を二 回 行 な う もの 第 一 回 目 の電 解 は硫 酔、 シ ュ ウ酌 によ り通 常 の電解

を 行 な う。 第二 回 目 はア ル マ イ トを一 方 の極 と し、 ニ ッケ ル」 コ バ ル ト、 カ ド

ミニ ウム等 の鐸 塩 を加え'騰 徽 により交 灘 て電解 す る。す るとニ ッケル

塩 で は青 色 に・ コバ ル ト塩 で は編 色 に、 カ ド ミニ ウム塩 で は黄 色 に な る。

電 解 発 色 の 銘 柄

(1)一一合 金 に よ る も の

カ ラー フ ァイ ン ・(神 戸 製 鋼)KG・ 一・5.KG・ 一・5(昭 和 ア ル ミ)

ス ミ}一 ンA(住 友 軽 金 属)ニ ッ カ ラ ・・一(日 軽 ア ル ミ)

ダ イ レ ス(古 河 ア ル ミ)
.
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(2)電 解 質 に よ る も の

カ ラ ー マ イ ト(大 阪 ア ル ミ)カ ラ ー フ ァ イ ン

SMカ ラ ー(昭 和 鋼 機)コ ・…tニア カ ラ ー

ス ミ ト ー ソS(住 友 軽金 属)ス カ ノ カ ラ ー

エ ナ ル マ イ ト(日 本 ア ル ミ)カ ル カ ラ ー

デ ュ ラ ノデ ッ ク300(古 河 アル ミ)

発色 アルマイ トの性状

(神 戸 製 鋼)

(昭 和コー・ニア)

(中 金)

(不 ニ サ ッシ)

色調 は有 機染料 のよ うに明 るさがないが、む しろこのにぶ い色調 が建築用 と

して好まれて いる。色 の種類 も限 られ ているが耐光性 が優 れて いる。 しか し電

解中 に色 を発色 させ るので それだけアルセ ィ トの管理 は高 度 になる。色調 はア

ルマイ トが厚 けれ ば厚 いだけ一般 に深 くな るのでそれ故厚膜 の ものが多 く耐食

性 あるいは耐摩耗 もよいが、反対 にそれだけコス ト高 になる。

む す び

電解 によ り発 色 したアルマ イ トはビルデ ソグ等 の大 きな建途 物に使 われてい

る。

現在 ・発色 皮膜 に対す る試験規格 はな いが、 皮膜処理加工 に…βける問題点 と

ともに合 後 に機 された課題 であ ると考 え る。 とにか く今 までの銀 白色のアルマ

イ トに比較 して この癸色アルマイ トの もつ色調 は一般家鷹用 の建築用品は もと

より各種 の新 しい需要を開拓す るもの と考 え る。
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